
サステナブル建築事例集／一般社団法人日本建設業連合会

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

主要な採用技術(CASBEE準拠）

階数

構造

延床面積

敷地面積

竣工年

建物データ

所在地

カテゴリー

施工

発注者

設計･監理

㎡

㎡

年

No.05-028-2013作成

％

％

％

東京都調布市 Q2. 3.    対応性・更新性（家具内配線ルート、設備バルコニー、オープンプランオフィス、地盤レベルでの設備スペース集約）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（開口部ボックス庇形状、屋上緑化）

LR1.3.    設備システムの高効率化（高効率空調機器によるタスクアンビエント空調、明るさ感演出型タスクアンビエント照明、太陽光発電）

LR1.4.    効率的運用（フォルト検知BEMS、CO2見える化システム、利用者参加型運用）

LR2.2.    非再生性資源の使用量削減（既存躯体の基礎再利用、再生骨材コンクリート、地場産木材・間伐材活用、スケルトンインフィル）

LR3.2.    地域環境への配慮（全電化設備、レインガーデン、卓越風シミュレーション、駐輪スペース計画）
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K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン
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要素をそぎ落とすことで実現した環境負荷低減オフィス

CASBEE評価省エネルギー性能

配線ルート （家具内） タイルカーペット （OA フロアレス）
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直天井のオフィス：階高3.5mで天井高さ3mの空間を実現

竣工後の検証実験：気流の可視化

空調概念図：タスク＆アンビエント空調

屋上のエバークールガーデン

品川通り沿いの桜並木とベンチ 緑のネットワーク

北側外観全体配置計画

架構計画：梁のないフルフラットスラブを採用

敷地は調布市の飛田給駅前再開発地区の隣地。分散していた既

存施設の再編の要となる300人の研究者のためのオフィスで、品

川通りをはさんで建つ実験棟（2008年竣工）とは地下道で連結

され一体で運用される。研究者相互のコミュニケーションを活

性化するワークプレイスづくり、ローコストながら快適な執務

環境の確保、ＺＥＢ( ゼロエネルギービル）実現に向けたリー

ディングプロジェクトである。

環境性能を高めるために、従来のようにさまざまな環境配慮技

術を付加させていくのではなく、すべての建築の構成要素を見

直し、贅肉を徹底的にそぎ落とすことで、居住環境、機能性を

損ねることなく環境負荷を低減させることを試みた。実現にあ

たっては様々な事前予測や検証を積み重ね、原理的な環境配慮

設計の実現とミニマムな設備機器の採用により、CASBEE でＳラ

ンク、BEE 値8.3（竣工当時日本最高値）を取得している。また

竣工後の実測データから62％のCO2削減を達成した。

基準階オフィスにおいては、フラットスラブの特性を活かし、

ダクト・天井・OAフロアをなくすことで、階高3.5mに対し3mの

天井高さを確保している。天井面はRCの直天と木毛セメント板

（吸音板）が等分の割合で配置されており、音・空気・視環境を

調整する役割を果たしている。スラブとの空隙は冷媒配管ルート

として、また同時に音の伝播を減衰させる効果も見込んでいる。

OAフロアに代わる配線ルートはユニット家具の巾木部分に配線ス

ペースを設け、各席へ電源/LANの配線を供給している。

フラットスラブを利用したダクトレス空調システムの実現

空調方式は、個別方式（パッケージシステム）と中央方式（空冷

HPチラー＋外調機）を併用した方式であり、ベース運転を中央方

式(アンビエント）、間欠運用を個別方式(タスク) と位置付けた。

また、外気処理と除湿および照明などベース負荷を処理するアン

ビエント外調機の送風には、流体が平滑な面に付着する特性｢コア

ンダ効果｣を利用しフラットスラブに空調空気を付着させて搬送す

る「ダクトレス空調方式」を開発、大幅な搬送エネルギーの削減

に寄与している。

明るさ感演出型タスク/ アンビエント照明

照明計画は、建築機能と統合したタスク/ アンビエント照明で、

オフィスの光環境と建築・構造との融合を意図している。書棚上

部から天井に照射する間接照明の効果により、オフィス空間全体

の明るさ感を演出。従来の照度設計によらず、輝度シミュレー

ションと独自の明るさ感評価を活用した結果、一般オフィスと比

較すると約半分の照度（400ルクス）でありながら同程度の明るさ

感が確保され、照明電力の50%低減を達成している。

敷地は、府中崖線－飛田給－味の素スタジアム－武蔵野の森公園

－野川公園へと続く緑化軸の一部に位置している。エコロジカル

ネットワーク上重要な緑地軸と、周辺住民の利便性、快適性の両

立を考慮し、里山ゾーンと都市緑地ゾーンを意識した緑地形成を

図っている。また品川通り沿いの公開緑地には桜（ソメイヨシノ）

を列植、植え込み部分にはベンチの機能を付加することで周辺住

民への憩いの場を提供している。
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機能を統合し環境負荷の少ない建築デザインを実現
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アンビエント照明の机上面照度・明るさ感比較

品川通り

都市緑化ゾーン

：主要な緑化軸：多摩川－府中崖線－飛田給－味の素スタジアム－武蔵野の森公園－野川公園
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